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いp 硫安分画， DEAE セノレローズカラムクロマトグラフイーにより約60倍に精製した。 この精製過
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程中，各段階において三つの分岐鎖アミノ酸に対する活性比は殆んど変動せず，ロイシンに対する活
性比を 1 とするとパリンは約0.7，イソロイシンは約1. 2であった口この事実はこれら三つの分岐鎖ア
ミノ酸に対するトランスアミナーセが同ーの蛋白であることを強く示唆している。このことをさらに
詳しく検討するために精製した酵素標品についてその諸性質を調べた口




本酵素は他のトランスアミナーセ同様ピリドキサーノレリン酸を助酵素とし， この助酵素の Km は
6.7x 10- 5M であった。 また基質に対する Km はパリンに対して1.1x 10-2M , ロイシンに対して





括抗的に反応を阻訂することが分った。なおパリンに対する Ki は 6.22x 10- 3M，イソロイシンに対
する Ki は1.03x 10-3M であった。以上の事実はとのトランスアミナーセはこれら三つの分岐鎖ア
ミノ酸に特異的であり，かっこれら三つの分岐鎖アミノ酸は単一酵系によりアミノ基転移反応が触媒
されることを示している。
また一方， GOT および GPT は分岐鎖アミノ酸に対して全く活性を示さなかった。また本酵素は
従来報告されている他のトランスアミナーセとも全く異った新しい酵采であることが分った。
以上を要約すると，従来不明であった動物組織の分岐鎖アミノ酸トランスアミナーセについて検J't
を加え， α ーケトグノレタノレ酸をアミノ基受容体とする分岐鎖アミノ酸に特異的なトランスアミナーセ
の存在を始めて証明し，併せてその諸性質を明らかにした白
論文の審査結果の要旨
本研究は，従来不明であった動物組織の分岐鎖アミノ酸アミノ基転移反応について検討を加え， αー
ケトグノレタノレ酸をアミノ基受容体とする特異的な分岐鎖アミノ酸トランスアミナーセの存在をはじめ
て明らかにし，その性状についても重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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